
（参考）講習の受講方法について 

 

【例 1】中・高家庭科教諭が必修領域・選択必修領域・選択領域を受講 

12月 25（土） 

【必修】 

「教育の動向と

子どもの理解」 

6時間 

＋  

12 月 26日（日） 

【選択必修】 

（学校教育の今

日的課題） 

6時間  

＋ 

 12月 27日（月） 

【選択】 

（家庭科） 

6時間 

＝ 
 履修証明書の発行 

（これだけでは更新できません） 

 

【例 2】幼稚園教諭が必修領域・選択必修領域・選択領域を受講 

12月 25（土） 

【必修】 

「幼児教育の動

向と子どもの理

解」 

6時間 

＋  

12 月 26日（日） 

【選択必修】 

（幼児教育の今

日的課題） 

6時間  

＋ 

 12月 27日（月） 

【選択】 

（レク） 

6時間 

＝ 
 履修証明書の発行 

（これだけでは更新できません） 

 

【例 3】小・中・高・特支 教諭が必修領域・選択必修領域を受講 

12月 25（土） 

【必修】 

「教育の動向と

子どもの理解」 

6時間 

＋  

12 月 26日（日） 

【選択必修】 

（学校教育の今

日的課題） 

6時間  

＝ 
 履修証明書の発行 

（これだけでは更新できません） 

 

【例 4】中・高英語科教諭が選択領域のみを受講 

12月 27日（月） 

【選択】 

（英語科） 

6時間  

＝ 
  履修証明書の発行 

（これだけでは更新できません） 

 

※本学では講習期間の３日間で３０時間以上の講習を受講することができませんので、他大学や

他機関で残りの時間を受講する必要があります。 


